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Donor として 4-8kg の雑種犬を用し、肝周囲を剥離した後円脈より 40C 乳酸加リンゲ、ノレ液
にて wash-out しながら摘出した肝を，つぎの 4 群に分けて保存した。
第 1 群: 4 0C 低温保存，第 2 群: 4 0C 低温濯流保存，第 3 群: 4 0C 低溢・純酸素絶対 3 気
圧下保存，第 4 群: 40C 低温・純酸素絶対 3 気圧下濯流保存。 なお第 2 ・第 4 群は保存中門脈
より 3-6mljhrjg.liver の低流量で潅流し，濯流液には， a へパリン加稀釈同種血液または
b: 乳酸加リンゲノレ液を用いた。
上記 4 種の方法によって保存した肝76例についてそれぞ、れ， (1)組織学的変化を追求した。 (2)人
工心肺装置・フイノレター・恒温槽・貯血槽・1iver box を組合せた体外肝濯流装置を用いて体外





(1) 組織学的変化を各群の12時間保存肝について比較すると，第 4 群の肝において肝細胞の変性
が最も軽微であった。第 2 ・第 4 群において保存中の濯流液として稀釈同種血液を用いた a 群
では被膜下や sinusoid の 1 部の梗塞様像を認めた例があったが，乳酸加リンゲノレ液を用いた
b群ではこのような例はみられなかった。
(2) 各群の12時間保存肝を体外肝濯流回路に挿入して濃流した結果を，摘出直後のそれを対照と
して比較すると， 1) 酸素消費量は対照群の平均値が O.039mljminjg ・ liver に対して，第 1
群0.016 ・第 2 群0.023 ・第 3 群0.024 と少ないが，第 4群では 0.035mljminjg ・ liver の値を
示し対照群と同程度であった。 TI) アンモニア負荷試験の結果でも，第 4 群のみにおいて対照
と同程度のアンモニア値の減少を認めた。皿)エンドキサン活性化試験の結果でも第 4 群の肝
のみは対照と同程度の活性化能を保存していた。
(3) (1) ・ (2)の結果から，第 4 群の保存法が肝の機能. viabi1ity を保持せしめるのに最も有効で
ある乙とがわかったので，実際に乙れら 4 群の保存肝を他のイヌ lこ異所性向種移植した結果，
1 )第 1 群の保存法による安全な之血許容時間は60分であった。 TI) 第 2 群では生着例の最長
保存時間は 7 時間55分であった。 IID 第 3 群では生着例が得られなかったoN) 第 4 a 群では全
9 例中生着したものは 1 例もなかったが，第 4 b 群では14例中 7 例が生着し，その最長保存時




















は第 4 群の保存肝がもっとも軽微であった。 (2)保存肝を体外濯流した結果第 4 群12時間保存肝は
摘出直後の肝とほぼ同程度の機能を保持していた。 (3)保存肝の異所性同種移植の結果，低祖高圧
酸素下に乳酸リンゲノレ液で濯流しながら保存した場合がもっとも長時間の保存に耐え，最高12時
間50分までの保存に成功した。 (4)体外肝穣流装置によって保存方法を検討することは，移植肝の
保存条件を確立するのに適当な手段である。
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